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SIDS in HPV programme & CCAP 
SIAM 11, 26/01/2001 

初期評価プロファイル（SIAP） 
 

メタクリル酸メチル  
 

物質名 ：Methylmethacrylate  

分子式 ：C5H8O2   

CAS No. ：80-62-6  

別名 ：MMA 

 
勧告  

本物質は今後の調査研究の候補物質である。  

  

SIAR結論の要旨 

 
ヒトの健康  

MMA は経口または吸入ばく露後に迅速に吸収される。ヒトの皮膚における in vitro 皮膚吸収試験は 

MMA がヒトの皮膚を通して吸収できる事を示している。MMA の 10-20%をラットに吸入後、上気道に沈

着し、そこでエステラーゼにより分解・代謝される。  

 
経口、皮膚、並びに吸入経路による MMA の急性毒性は様々な種の試験結果から判断されるように低い。

ラット、マウス、並びにウサギの経口 LD50 は 5000mg/kg bw を超えることが分かっている。ラット及びマ

ウスの急性吸入毒性は LC50＞25mg/L/4 時間であると記述されている。急性皮膚毒性はウサギ＞5000mg/kg 

bw と報告されている。皮膚及び呼吸器刺激がモノマーの MMA にばく露した被験者で報告されている。ウ

サギの皮膚に希釈しないで試験した場合、重度の皮膚刺激が生じることが示されている。眼に接触すると、

MMA はただ結膜への弱い刺激性だけを示した。 MMA は実験動物に中程度から強い感作性を示す。接触皮

膚炎の症例が MMA モノマーにばく露する作業者に報告されている。MMA がヒトの呼吸器感作性物質であ

るという説得力のある証拠はない。  

 
MMA により誘発される主要な影響は最も感受性のある標的組織である鼻の臭覚部位の変性である。この

影響について、ラット 2 年間吸入試験における 25ppm(104mg/m３)の NOAEC が同定されたが、臭覚組織

に対するほんの僅かな影響が 100ppm で観察された。全身影響を考慮して、 2 つの異なった有効な試験が 

N(L)OAEL を同定するために考慮された。様々な用量選定により、様々な値の N(L)OEALs が入手できる。

雌ラットの LOEALs 及び NOEALs はそれぞれ 400～500ppm、並びに 100～250ppm であった。亜慢性

吸入試験における全身の毒性影響はラットの＞1000ppm、マウスの＞500ppm で見られ、肝臓、腎臓、脳に

おける変性及び壊死病変、並びに脾臓及び骨髄における萎縮変化が含まれる。これらの影響は 1000ppm ま

での慢性試験では見られなかった。ラット経口投与は NOAEL が 200mg/kg bw/日であった。  
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MMA は in vitro で特に染色体異常誘発性がある。しかしながら、この潜在性は強い毒性影響を持つ高用

量に限定されている。更に、in vivo の小核試験における陰性、並びに陰性の優性致死試験はこの潜在性が in 
vivo で表現されないことを指摘している。ヒト及び動物における MMA の発がん性に関する懸念はない。

ばく露した群における腫瘍増加率に関する疫学データは信頼性が限定され、MMA を唯一の原因物質として

関連付けることはできない。  

 
MMA は 9000ppm までのばく露で、動物雄の繁殖性に影響を示さなかった。OECD ガイドライン 414 

に従って、吸入試験を含む発生毒性調査から、2028ppm(8425mg/m３)以下のばく露レベルで催奇形性、胚毒

性、または胎児毒性は観察されなかった。男性及び女性作業者における性疾病に関するヒトデータは試験の

不確性のために、MMA の生殖毒性影響に関する結論を導き出すために考慮することは出来ない。  

  

環境  

欧州連合におけるメタクリル酸メチル（MMA）は化学中間体として生産され、分離される。1996 年の工

業発表によると、全 EU 生産能力は合計 610,000 t/aになり、実際の生産量は470,000 t/aである。メタクリ

ラート化学市場の重要な原動力が報告されている。  

 
MMA はポリマー生産の中間体として主に用いられる。最も重要なポリマータイプは鋳造アクリルシート

及び鋳型／押出化合物、そのほかにポリマーベースの乳剤、分散、並びに溶媒である。もう 1 つの重要な用

途は様々なメタクリラートエステルの生産であり、それは続いてポリマー生産に用いられる。より少量は、

モノマーとして（例えば、反応性樹脂中に）分布し、用いられるが、これらも最終的には重合され、最終重

合工程は使用場所で行われる。  

 
全生産量の約 2/3 は顧客に売られ、製造場所では加工されない。  

 
MMA の環境への放散は水性分散ポリマー（例えば塗料及びニス）の使用と同様に、主に製造、加工中の

廃水と排気ガスを通して生じると予測される。  

 
残留モノマーMMA は様々なポリマー生産物からの放散の元となっているが、0.005 と 1.1%の間の範囲と

報告されている。  

 
農業土壌または天然土壌への直接放散は懸念される濃度範囲には至らないと予想される。  

 
MMA は水溶解度 16g/L、蒸気圧 42hPa、logPow が 1.83 である。MMA の環境行動は 1.1-9.7 時間の

範囲の大気半減期、並びに中程度の揮発性により決定される。MMA は容易に生分解される。加水分解は中

性及び酸性 pH では顕著ではなく、高い pH 範囲で増加する。平均の Kp 値 1.0l/kg は沈殿物または土壌

への吸着を示さない。MMA の物理化学的特性に基づいて、大気及び更に低い程度において水圏は分布の標

的圏であり、関連する生物濃縮も環境濃縮も予想されない。廃水処理工場において、本物質の 89.2%は生分

解によって殆どが除去されると推定される。  
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魚について 2 つの関連する急性試験結果が現在の所入手できる。Lepomis macrochirus についての 96 

時間 LC50 値が 191mg/L と報告されている。ニジマス Oncorhynchus mykiss の LC50 値は＞79mg/L で

あり、96 時間 NOEC 値は 40mg/L である。  

無脊椎動物について、Daphnia magna の急性及び長期試験が実施された。ほとんどの関連する EC 値は 

21 日 NOEC=37mg/L；急性試験報告48時間 EC50=69mg/L である。  

 
藻類の試験は OECD ガイドライン 201 に従って、Selenastrum capricornutum を調べた。110mg/L の

最高試験濃度は 50%以下の生長阻害を誘発し、NOEC は生長率が 110mg/L で、バイオマスが 49mg/L で

あった。  

 
これらのデータに基づいて、水生生物に対する中程度の有害懸念がある。予想無影響濃度（PNEC）の誘

導のために、最低有効影響濃度（すなわち、長期 daphnid 試験による 37mg/L）は TGD で提案されてい

るように評価係数 1/50 が掛けられる：PNECAqua＝740μ g/L。  

 
実験データがないために、大気圏の PNEC を導くことは可能ではない。  

 
陸生生物に対する影響のデータは入手できない。土壌圏で示唆されるリスクアセスメントにおいて、水生 

PNEC の 740μ g/L が用いられ、土壌孔水における濃度に比較したり出来る。  

 

ばく露 

情報なし  

  

勧告された今後の研究の特徴  

本物質は以下の結論と共に規則 EEC/793/93 に基づく欧州連合リスクアセスメント計画で同意されてい

る：リスクを制限する必要がある。既に適用されているリスク低減対策を考慮するべきである。  

 
局所的水生環境に対する潜在的リスクがモノマーMMA の下請けユーザーによる湿潤重合工程から同定さ

れる（一般的なサイト及び29の既知のサイトのうち4ヵ所を除く初期値計算）。ばく露データの改良は湿潤重

合シナリオ（例えば、流出測定を実施することにより）で可能であろうが、充分で適当なデータ基盤が容認

できる時間枠内に十分な作業で獲得することは出来ない。更に、動的なメタクリラート市場は、MMA トン

数の著しい年度変動のために信頼できる PEC 評価を妨げる。 

 
リスクアセスメントの有効性については、データ改善は可能である、というのは評価係数 50 が PNEC 誘

導に用いられているが、今後の研究によって PNEC を低減できる可能性がある（すなわち、評価係数は長

期魚試験が実施されれば 10 に低減することができる）。しかしながら、特別なシナリオのために同定された

局所的リスクに関しては、この種のデータ改善は調査委員会からは提案されない。  

 
もし、MMA 加工能力が 1 ヶ所で 5000t/a を超えるならば、部分的リスク低減対策が考えられなければ

ならないと結論されている。水圏への顕著な MMA 放散を避けて、廃水の再利用／リサイクルシステムがい
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くつかのよく知られた重合工場で適用されていることを認識するべきである。このような進んだ加工技術を

適用する場所はリスク低減対策の再考を要求しないだろう。  

 
化学業界、工業領域、及び熟練した商業の作業場において、並びに鋳造樹脂の使用中に皮膚感作性及び気

道刺激に関係する MMA のリスクを制限する必要がある。吸入ばく露シナリオで、全身毒性は追加考察され

るもとになる。  

 

 
［著作権および免責事項について］ 

［著作権］ 

本資料の著作権は弊センターに帰属します。引用、転載、要約、複写（電子媒体への複写を含む）は著作権の侵害となりますので御注意下さい。 

［免責事項］ 

本資料に掲載されている情報については、万全を期しておりますが、利用者が本情報を用いて行う一切の行為について、弊センターは何ら責任を

負うものではありません。また、いかなる場合でも弊センターは、利用者が本情報を利用して被った被害、損失について、何ら責任を負いません。 
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